
【取組内容①】 「個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実につながるクラウド活用」 

朝日町立朝日中学校リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-1

子供の興味・関心等に応じて一人一人の学習活動や学習課題に取り組む機会を提
供することにより、子供が自己調整しながら粘り強く学習に取り組むことができ
るようにしています。
学習者用デジタル教科書やクラウドサービス等を活用することにより、「個別

最適な学び」の質が高まると考えられます。学習者中心の授業づくりには、ＩＣ
Ｔの活用が大きな役割を果たします。

一人一人の子供が主役となる学びへの転換
～ＩＣＴの活用による個別最適な学びの推進～

・タブレット端末を使用した問題配信と、参考資料の配信。
必要に応じて参考資料を活用し、各自のペースで解答を作成。

・明快に説明をしているグループや個人を選び、全体の前で
説明をして もらい、生徒の学習の理解につなげる。

・スライドや動画、AIドリル等のICTを適切に選択できるように
すること で、主体的に学習に取り組む態度を育成する。


